
研究主題

項目 短期目標の達成状況 改善方策 自己評価 評価

安芸市立安芸第一小学校　学校評価自己評価書

学校教育目標

①○:授業力チェックシート3.３
②○:ICT機器を授業でほぼ毎日活用してい
る児童の割合 年度末評価90.1%
③全国・県版・市版（全国比以上）
・全国学力調査：
６年:▲ 国－7.8 算－6.0 理－6.1
・県版学力調査：
４年:○ 国－1.2 算＋2.0
５年:○ 国＋1.3 算－0.1 理＋3.7
・安芸市版学力調査：
１年:▲ 国－2.5 算－1.0
２年:○ 国＋3.2 算＋10.3
３年:▲ 国－11.6 算－8.1

※各校内研修及び分析結果を踏まえた授業
改善の取組を計画通り実施した。

・外部講師を招聘し、教材分析
力や授業力を高める校内研究の
継続実施。
・表現力の育成（文章に書く・
言葉で伝える・根拠や理由をつ
けて話す）。
・教員が見て学ぶ、見てもらっ
て学ぶための「学びウイーク」
の継続実施。
・学力の定着が難しい児童への
支援（効果的な学習支援・加力
指導・学習規律や生活習慣の確
立等）。
・個別最適・協働的な学びの推
進。

B

○家庭学習の手引きの作成と継続
的な指導
○家庭学習強化週間の設定（年２
回）
○家庭学習調査の実施
・毎日宿題　・自主学習　・計画
的な学習　以上の項目全てで年度
当初＜年度末
○家庭学習におけるタブレットの
活用促進

○授業力チェックシート　年度当
初＜年度末
○全校研・ブロック研の全員実施
○ICT機器を家庭や授業でほぼ毎
日活用している児童の割合　年度
当初＜年度末
○ICTの効果的な活用のための研
修年３回以上実施
○学力調査分析研修２回実施
○分析結果を踏まえた授業改善の
実施

○年間を通じたセット運動（授業
始め→ランニング→リズムジャン
プ・準備体操）の実施100％
○体力・運動能力向上プログラム
の活用 １００％
○体育アンケート：運動が好き
９０％以上
○体育授業時間の半分以上を運動
にあてる100％
○体育朝礼の実施：年6回以上

B
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○各教科、各単元で身に付
ける力の確認、ゴールから
設計する授業構成
○語彙力・表現力の向上
（漢字・用語の活用、読書
指導、表現する場の設定）
○ICTの効果的な活用

○学年相応の量の調整
○自主学習の評価活動
○ICTの効果的な活用

①授業力チェックシー
ト3.３以上
②ICT機器を家庭や授
業でほぼ毎日活用して
いる児童の割合 年度末
評価90%以上
③全国・県版・市版学
調各学年全国同等もし
くは全国平均以上

①▲:就寝時刻遵守64％
②○:生活リズム調査（メディア使用含む）
年３回実施

※毎学期の生活リズム調査に合わせて生活
指導を実施したが、就寝時刻遵守にはあと
一歩至らなかった。
※メディア２時間未満：１学期75％・２学
期71％・３学期79％であった。
※メディア依存傾向の児童については夏休
み前と３学期に個別の指導を行い、保護者
へも協力を依頼し、３学期調査では２時間
未満達成率が増加した。

・家庭に調査の目的や結果を丁
寧に伝え、連携した取組を行
う。
・次年度も継続して早寝・早起
きについての取組を進めるとと
もに、特にメディア依存傾向の
児童への個別の指導の回数を増
やし、改善に努めていく。
・SNS等の適切な使用について
学習の場を設け、必要に応じて
個別の指導を行い、ネット依存
の防止に努める

①○:毎日学習9３％（前期96％）
②▲:自主学習73％（前期81％）
③○:計画的な学習8３％（前期89％）
　
※年度末評価指標は①③が達成、②のみ未
達成となった。年度当初に比べて①②③と
もに数値が低くなっており、習慣化に課題
が残った。
※家庭学習強化週間については、学級指導
だけではなく全校朝礼で手引きなどを基に
家庭学習のあり方について指導を行うなど
周知を図った。自主学習については学年に
より自学の頻度に差異があった。

１　個別最適・協働的な学
びの一体的な授業づくりの
推進
○授業力チェックシート
3.3以上
○全国・県版・市版学調：
全国平均以上を継続する

２　家庭学習の充実
家庭学習調査：
○毎日宿題９０％
○自主学習８０％
○計画的に学習８０％

１．体力の向上
○全国体力・運動能力調査
４項目全国平均以上

２．生活リズムの確立
○就寝時刻遵守７０％以上
○メディア使用２時間未満
達成率 １学期より３学期
が改善

・家庭学習の充実を図るため、
予習の仕方や自主学習の指導を
細やかに行う。
・タブレットを効果的に活用し
た家庭学習の充実を図る。
・家庭学習強化週間の周知徹底
を行う（学級、学校全体）。

①全国体力・運動能力
調査：男女とも３項目
で全国平均以上

○生活リズム調査分析・検証年３
回
○担任・養護教諭による生活指導
の実施年３回
○各種通信による保護者への啓発
年３回

B

①全国体力・運動能力調査：男女とも４項
目で全国平均以上
・▲男子３項目　・○女子６項目

※セット運動や運動プログラムを実施し、
授業の運動に充てる時間も確保し実施でき
た。
※体育朝礼はインフルエンザの流行などで
きない回もあった。（年５回）
※運動だけではなく、生活習慣が影響して
いる児童も見受けられる。

・年間を通じた授業開始時の
セット運動や授業時の運動量の
確保に継続して取り組んでい
く。
・体育の授業だけではなく、体
育朝礼や外遊びの時間を確保し
奨励することにより、体力・運
動能力の向上を目指す。
・生活習慣の改善が体力・運動
能力の向上につながるように、
家庭とも連携を図りながら改善
を図っていく。

B

人間性豊かな自立に向かう児童の育成～学びの自立・心の自立・生活の自立～

関係者評価書

学びの自立をめざして～自ら考え、表現できる児童の育成～

①毎日学習 年度末評価
90％以上
②自主学習 年度末評価
80％
③計画的な学習 年度末
評価80％

○体育科の授業改善・日常
生活の中での運動量確保
（外遊び・体育朝礼）

具体的な取組及び評価指標中期目標＜３年後の到達目標＞ 行動指針＜３年間の取組方針＞ 短期目標＜本年度＞

①就寝時刻遵守７０％
以上
②生活リズム調査（メ
ディア使用含む）年３
回実施

○生活習慣・メディアに関
する意識改革のための取組
（あき元気っこカード、
ネット休みの日）
○養護教諭・栄養教諭によ
る保健指導、食に関する指
導、個別の生活指導



①小１児童アンケー
ト：学校が楽しい 肯定
評価90％以上

１．豊かな心の育成
○道徳意識調査：自分には
よいところがある肯定的回
答75％以上

２．生徒指導・特別支援教
育の充実
○Ｑ－Ｕアンケート：学校
生活満足群全校平均７０％
以上
○不登校・不登校傾向児童
の減少

A

・学級活動、係活動の充実を図
り、一人一人が活躍できる場を
整える。
・いい所見つけや縦割り班活動
を活性化させ、異学年での様々
な人と関わり交流を深めること
で、仲間意識や自己肯定感をさ
らに高めていく。
・家庭と連携した「高知の道
徳」の活用を一層進める。

①▲:Ｑ－Ｕアンケート：学校生活満足群全
校平均59％
②○▲:不登校・不登校傾向児童の減少、新
規不登校３人

※各種アンケートの検証や支援会を確実に
実施するとともに、ユニバーサルデザイン
の取組も計画通り進めた。
※早期対応に努めたが、個々への支援や主
体的活動が十分ではなく、学校満足度群の
維持・向上や不登校未然防止につなげるこ
とができなかった。

・児童主体の学級活動、学校行
事を実施し、学校が楽しいと思
えるようにする。
・家庭や関係機関と連携を図
り、不登校児童や配慮の必要な
児童への早期対応を徹底してい
く。
・サポートルームなどの居場所
づくりや絆づくりの取組をさら
に強化していく。
・学級経営やいじめ・暴力を許
さない安心安全な学校づくりを
推進していく。

C

○学校での活動全般、道徳、学級
活動を通して、自他を認め合う場
の設定
→帰りの会等でのいい所見つけ実
施１００％
→集会や掲示板等の活用年２回以
上
○自己有用感を高める取組の充実
→全校共通の学級活動の実施年３
回
→係活動の実施１００％
→縦割り班活動の充実、集会や活
動年３回以上

○アンケートを用いた予防的生徒
指導の実施
→Ｑ－Ｕ、学校生活アンケート：
分析・検証各年２回
→支援会の計画的な実施年50回以
上
→UDチェックシート２回
○不登校傾向児童の早期発見
→支援会による早期対応実施１０
０％
→サポートルームの設置と効果的
な運用の実施

①○:道徳意識調査「自分にはよいところが
ある」７6％

※いい所見つけや掲示板の活用、学級・係
活動など生活部の提案を基に全校で取り組
むことができた。
※縦割り班の集会や活動を年３回実施し、
異学年での交流を深めることができた。

１．不祥事を生じさせない
職場風土づくり
○不祥事事案の発生０
○学校評価アンケート「助
け合い支え合える職場が形
成されている」肯定評価８
０％以上

不
祥
事
防
止
等

４．家庭・地域との協働体
制の確立
○学校評価アンケート
保護者「保護者や地域の意
見を聞き、学校運営に生か
している」肯定評価８０％
以上
○地域学校協働本部事業年
間５０回以上
○学校運営協議会年３回の
開催

○各種通信、すぐーる等で
の情報提供
○年間活動計画に沿って実
施
〇学校運営協議会で方針や
取組を説明し、協働体制を
確立する

基
盤
と
な
る
体
制
等

①▲:時間外在校時間が月45時間以内を遵
守できた教員の割合47％

※指標達成には１名至らなかった。日々の
教材研究に加え、児童の問題行動への対応

A

○家庭や地域と連携した学
校安全の取組の充実を図る
○「高知県安全教育プログ
ラム」に基づく防災を中心
とした安全教育・安全管理
の充実を図る

１．働き方改革の推進
○時間外在校時間が月４５
時間以内を遵守できた教員
の割合が半数以上

２．防災・安全教育の充実
○あらゆる災害を想定し、
児童が自らの命を守るため
に必要な知識・技能を身に
付け、それを確認できる授
業や訓練が実施できている

３．保小中連携の推進
○保小中の教職員が、連絡
会や研修会を通して連携を
密にし、相互理解や実践を
深めることができている

①時間外在校時間が月
４５時間以内を遵守で
きた教員の割合が５
０％以上

○タイムマネジメント力の
向上
○校務支援員の活用

①様々な場面を想定し
た避難訓練の実施 年４
回以上
②防災アンケート：自
分で考えて避難するこ
とができたか 年度末肯
定評価90％以上

豊
か
な
心

○年２回の連絡会実施
○夏季休業中の保育所訪問及び研
修会の実施
○関係機関と連携した引き継ぎ
ミーティングの実施

○各種通信やすぐーる等を活用
し、積極的に情報提供を行う
○地域コーディネーターとの連携
強化
○学校運営協議会：年３回開催

○服務研修：学期に２回
○不祥事チェックリスト：学期に
１回
○不祥事防止委員会：学期に１回
○学校運営協議会への報告：年３
回
○ブロック会やメンター会を活用
し、支援し合える職場づくりを推
進：メンター会年８回以上

○休み時間や掃除の時間、地域合
同など、様々な場面を想定した避
難訓練の計画・周知、実施
○防災アンケート：自分で考えて
避難することができたか肯定評価
年度当初＜年度末

○一斉退庁週間の設定（月１回）
○夏季休業中に１０日以上休暇を
取得した教員の割合９０％

・一斉退庁週間や夏季休業中の
休暇取得はできており、今後は
会議等の効率化に加え、児童の
道徳意識の向上など、問題行動
を生じさせない学校・学級経営

B

①○:学校評価アンケート「保護者や地域の
意見を聞き、学校運営に生かしている」肯
定評価82％
②○:地域学校協働本部事業年間６０回実施

※学校だよりのすぐーる配信をスタートす
るなど確実に情報が届くようにした。
※学校運営協議会を計画通り３回実施する
他、協働本部事業も計画以上の実施とな
り、地域との協働活動を進めることができ
た。

・学校と保護者の情報の相互交
流を深め、意見を受けとめなが
ら学校運営の改善に努めてい
く。
・地域学校協働活動について
は、特に児童と地域の協働活動
を今後も推進していく。
・保護者や地域の方々の参画に
感謝し、今後も地域と共に歩む
学校づくりを推進していく。

A

・校内だけの取組だけではな
く、地域合同避難訓練など、地
域と共に防災について考え行動
する機会を継続して設定してい
く。

①○:様々な場面を想定した避難訓練の実施
年６回実施
②○:防災アンケート「自分で考えて避難す
ることができたか」年度末肯定評価9７％
（前期95％）

※様々な場面を想定した避難訓練の実施に
より児童の防災意識が育っている。

○服務研修やチェックリス
ト等を活用し、風通しの良
い、不祥事を生じさせない
職場風土を構築するととも
に、教育公務員として法令
遵守の意識を高める

①道徳意識調査：自分
にはよいところがある
７５％

①Ｑ－Ｕアンケート：
学校生活満足群全校平
均６５％以上
②新規不登校０

①学校評価アンケート
「保護者や地域の意見
を聞き、学校運営に生
かしている」肯定評価
８０％以上
②地域学校協働本部事
業年間５０回以上

①不祥事事案の発生０
②学校評価アンケート
「助け合い支え合える
職場が形成されてい
る」肯定評価８０％以
上

○学校の活動全般や道徳、
学級活動を通して自他を認
め合う場の設定
○家庭と連携した道徳教育
の推進

○どの子にも「分かる」
「できる」ユニバーサルデ
ザインに基づく授業づくり
の取組
○専門機関との継続的な連
携を図る

○架け橋期のカリキュラム
をもとに、幼児期の子ども
の経験や学びのつながりを
意識した教育を実施する
○９年間を見通した学校間
連携を推進する

①○:不祥事事案の発生０
②○:学校生活や学校の業務を起因とする病
気休暇取得者の発生０

※定期的に研修やチェックリスト等を行
い、不祥事防止に務めた。
※ブロックでの話し合いや計画的にメン
ター会を開催し、悩みなどを共有し話し合
える職場づくりに務めた。

・不祥事を起こす要因となるも
の（多忙化・孤立等）を排除す
るよう、助け合い・学びあえる
職場風土を築いていく
・引き続き学年会やブロック
会、メンター会等、様々な機会
に、困り事や心配事を共有し合
える場を設ける。

A

①○:小１児童アンケート「学校が楽しい」
肯定評価9２％

※保小連絡会や保育所訪問、引き継ぎミー
ティング等、確実に実施できている。小中
連携についても連携教育の会等で交流を図
ることができた。

・保小連携では、教職員間の連
携だけでなく、子ども同士の交
流を実施し好評であったので継
続して実施したい。
・小中連携では、これまで同様
に部会ごとの取組を充実させて
いく。

A


